【様式２】



警固界隈アウトリーチ・相談窓口業務
企画提案書











提案者　　　　　　　　　　　　　　　　　　


法人等の概要

	法人等名
	

	代表者職・氏名
	

	所　在　地
	

	設立年月日
	
	資　本　金
	　　　　　　千円

	　職員(社員)数
	　　　　　　　人（うち正職員（社員）　　人）

	ホームページ
（いずれかに○）
	　有 ［URL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］・　　無

	決　算　額
	（年号）　年　月　日～（年号）　年　月　日（第　期）　　千円

	法人等の概要
	１　概要、沿革

	
	２　組織等


	
	３　主な事業内容





【基本方針】
	・　業務を実施するにあたっての運営方針、方向性を記入すること
（例）警固公園にあつまるこども・若者支援における課題認識
その他円滑な業務運営について　等

	



【実施体制】
	１　相談体制

	・　事業実施体制について記入すること（資料添付可。以下同じ）
（例）スタッフ（予定者）の資格、従事経験について
スタッフの１ヶ月（４週間）の想定シフト　等
・　アウトリーチ支援、相談スペース運営、LINE相談等の開始予定日を記入
すること

	

	２　相談員の資質向上

	・　相談員の相談支援技術向上のための取組みについて記入すること
（例）相談員間の情報共有方法
スタッフの研修計画　等

	

	３　個人情報の管理・取扱い

	（例）相談記録等の管理の方法
文書（電子メールを含む）の誤送付防止措置　等

	

	４　緊急時の対応

	（例）緊急時における連絡体制・指揮命令系統（マニュアル作成）　等

	































【業務実績】
	１　若者支援

	・本事業と類似する活動（子ども・若者の相談支援）の実績、成果について

	

	２　ネットワーク

	・これまでの活動における支援機関との連携・協力体制について

	



※地方公共団体等からの業務受託実績がある場合は、別紙「業務受託実績書」を添付すること。






業務受託実績書

・過去３年間に受託した地方公共団体等との類似事業等の契約実績を記載すること。（本事業の規模・内容とより近いもの４つまで。）
・業務実績は、可能な限り契約書の写し及び実績報告書又は成果物の写しを添付すること。ただし、実績報告書又は成果物の著作権及び所有権が企画提案事業者に属さない場合は、先方に確認のうえ、提出すること。
	No
	受託事業

	
	

	１
	事業名
（委託元）
	

	
	事業概要
	

	
	契約期間
	

	
	契約金額
	

	
	成果
	

	２
	事業名
（委託元）
	

	
	事業概要
	

	
	契約期間
	

	
	契約金額
	

	
	成果
	

	３
	事業名
（委託元）
	

	
	事業概要
	

	
	契約期間
	

	
	契約金額
	

	
	成果
	

	４
	事業名
（委託元）
	

	
	事業概要
	

	
	契約期間
	

	
	契約金額
	

	
	成果
	


※同じ事業を複数年度受託している場合は、（元号○年度～元号○年度）と記載し、契約金額は単年度毎に記載すること。

【実施方法】※事業の実施方法を具体的に記入すること。
	１　アウトリーチ支援

	・①相談スペースへの誘導を意識した効果的な実施方法と、②アウトリーチ中に緊急対応を要するこども（オーバードーズ、リストカット等）に遭遇した場合の具体的な対応方法について記入すること
　（②の例）医療、県警（中央警察署天神警部交番・110番）などとの連携 等

	

	２　相談スペースの設置・運営

	・①相談スペース訪問の心理的ハードルを下げるための具体的な工夫と、②相談スペースにおける利用登録手続き方法（未成年を含む）について記入すること

	

	３　LINE相談窓口の運営

	・県LINE公式アカウントの具体的な活用方法（相談員からの情報発信を含む）について記入すること

	

	４　関係機関との連携

	・①関係機関との関係構築・連携方法と、②「福岡県若者自立相談窓口」との具体的な連携方法について提案すること

	



【その他、独自提案等】
	· 若者の自立や関係機関との連携確保に有用な応募団体独自の提案等



　※記入欄が足りない場合は、適宜広げて記入すること。
